
和風から洋風まで、
さまざまな麺を家庭で
作れる機械も登場する

2014

1973

家庭内で
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レンジが発売され、
急速に浸透していく

家庭でもたこ焼きを
楽しめるアイデア
商品も登場する

1983
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点前を参考にした、
抹茶を手軽に楽しめる
機械が発売される
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組み込まれた
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オーブン登場
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この頃から冷蔵庫と
冷凍庫が独立した
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電気冷蔵庫の時代へ
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家庭向けの初めての
レトルト食品として
開発されたカレーが登場

1968

最初の
ガス自動炊飯器が
発売され、
経験と勘の火加減が
必要なくなる

1958
空襲後の
焼け野原の東京。
野外で
座り込んでする
食事の光景
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第二次大戦末期、
家庭ではつましい
食事風景が見られた
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東京オリンピックや
万博を経て、
外資系レストランの
進出が進む

1971第二次世界大戦の
終結から70年、家
電の普及、食品開
発技術の進歩、そ
して政治・社会情勢
は、日本の家庭の食
卓にどのような影響
を与えてきたのだろ
うか。家庭料理の現
代史をここで確認
し、未来の食を展望
するための基礎的
な理解としたい。
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ガストースター。
戦後ますますパン
食が浸透していく

ファン付ガスオーブン発売。
調理法の西洋化も
定着していく

1971

世界初のカップ入り
即席麺発売。
若者を中心に
人気商品となっていく

1971

B

C

D

E

G

F H

N
O

K

R

T

U

S

シチューの素発売。
新しい調味食品が
家庭料理を洋風化させていく
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日本の戦後食卓史 現代日本人は何をどう食べてきたのか？
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終
戦
、そ
し
て
食
の
正
常
化
へ

多
様
化・

簡
便
化
す
る

家
庭
料
理

調
理
家
電
開
発
の
時
代
へ

ー
プ
（
１
９
６
４
年
）、
粉
末
お
吸
い
物
（
１
９
６
４
年
）
な

ど
の
開
発
が
相
次
ぎ
、「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
＝
お
手
軽
」
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ま
た
最
近
で

は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
購
買
層
も
多
様
化
し
、
ヘ
ル
シ
ー
さ

を
打
ち
出
し
た
春
雨
ヌ
ー
ド
ル
、
レ
ン
ジ
で
「
チ
ン
す
る
」
パ

ス
タ
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど
が
、
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

　
い
っ
ぽ
う
、
１
９
７
０
年
代
に
研
究
が
進
ん
だ
フ
リ
ー
ズ
ド

ラ
イ
技
術
の
開
発
は
、
カ
ッ
プ
麺
の
具
材
、
味
噌
汁
、
お
茶
漬
け
、

ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
、
野
外
食
の
み
な
ら
ず
、
最
近
で
は
宇
宙
食
や

非
常
食
、
軍
隊
食
な
ど
に
も
応
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
技

術
の
進
展
が
食
生
活
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、
コ
ー

ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
普
及
に
よ
る
冷
凍
食
品
市
場
の
拡
大
、
缶
詰

製
法
を
応
用
し
た
レ
ト
ル
ト
パ
ウ
チ

食
品
（
通
称
レ
ト
ル
ト
食
品
）
の
開

発
な
ど
も
、
家
庭
で
の
調
理
の
簡
便

化
に
一
層
拍
車
を
か
け
た
。
な
か
で

も
、
大
塚
食
品
が
発
売
し
た
「
ボ
ン

カ
レ
ー
」（
１
９
６
８
年
）
は
、「
一

流
レ
ス
ト
ラ
ン
の
味
を
家
庭
に
届
け

る
」
を
謳
い
、
消
費
者
の
心
を
掴
ん

だ
レ
ト
ル
ト
食
品
で
あ
る
。
最
初
は

ア
メ
リ
カ
で
研
究
が
始
ま
っ
た
レ
ト

ル
ト
技
術
で
あ
る
が
、
家
庭
用
食
品
に
応
用
さ
れ
た
の
は
、
実

は
日
本
が
初
め
て
だ
と
い
う
。
そ
の
後
も
、
ハ
ン
バ
ー
グ
や
ミ

ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
惣
菜
、
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
、
丼
や
中
華
料
理

の
た
れ
な
ど
の
レ
ト
ル
ト
食
品
が
発
売
さ
れ
、
缶
詰
同
様
、
保

存
が
き
き
、「
あ
た
た
め
る
だ
け
」
で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
手

軽
さ
で
人
気
を
さ
ら
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
コ
ン
ソ
メ
キ
ュ
ー
ブ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
カ
レ
ー

や
ハ
ヤ
シ
、
シ
チ
ュ
ー
の
ル
ー
な
ど
の
調
味
食
品
の
発
売
は
、

家
庭
料
理
の
洋
風
化
を
促
進
さ
せ
る
一
因
と
も
な
っ
た
。
な
か

で
も
、
ハ
ウ
ス
食
品
工
業
（
現
・
ハ
ウ
ス
食
品
）
に
よ
る
シ
チ

ュ
ー
の
素「
シ
チ
ュ
ー
ミ
ク
ス
」（
１
９
６
６
年
）は
、日
本
に「
ク

リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
」「
ホ
ワ
イ
ト
シ
チ
ュ
ー
」
と
い
う
言
葉
を

定
着
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
品
で
も
あ
る
。

　
小
学
生
の
頃
、
戦
争
期
の
食
生
活
に
つ
い
て
、
祖
父
母
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
課
題
が
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
早
速
聞
き
取

り
を
開
始
し
た
も
の
の
、
南
洋
に
従
軍
し
て
い
た
祖
父
の
口
か

ら
出
て
き
た
食
材
は「
へ
び
」「
こ
う
も
り
」「
か
え
る
」「
い
も
り
」

な
ど
の
ゲ
テ
モ
ノ
ば
か
り
。
子
供
心
に
「
げ
ん
な
り
」
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
ま
た
戦
争
当
時
、「
銃

後
の
乙
女
」
と
し
て
生
き
た
祖
母
は
、
雑
炊
や
玄
米
パ
ン
な
ど

の
節
米
目
的
の
食
事
が
メ
イ
ン
。
し
か
し
、
祖
母
が
青
春
時
代

を
過
ご
し
た
能
登
は
、
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
食
料
不
足
に
陥
る
こ

と
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
あ
る
日
、
こ
ん
な
こ
と
を
語

っ
て
く
れ
た
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ね
、
海
軍
潜
水
学

校
で
事
務
員
し
て
た
ん
や
け
ど
、
お

昼
ご
は
ん
に
出
さ
れ
る
白
い
ご
は
ん

と
イ
カ
を
甘
辛
く
煮
た
料
理
が
大
好

物
や
っ
た
。
特
に
イ
カ
が
ほ
く
ほ
く

で
ね
。
未
来
の
兵
隊
さ
ん
た
ち
は
、

栄
養
を
つ
け
る
た
め
に
、
し
っ
か
り

食
べ
て
訓
練
を
受
け
て
た
ん
や
よ
。

　
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
８
月
15
日
。
そ
し
て
戦
争
は
終
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
の
食
料
事
情
は
す
ぐ
に
上
向
き
に
な
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。「
食
糧
管
理
法
」
の
も
と
、
国
が
管
理
す
る
配
給

体
制
は
依
然
と
し
て
継
続
さ
れ
、
国
民
の
食
生
活
は
不
安
定
な

ま
ま
で
あ
っ
た
。
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
11
月
１
日
に
は
、

日
比
谷
公
園
で
「
餓
死
対
策
国
民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
さ
ら

に
全
国
で
「
米
よ
こ
せ
デ
モ
」
な
ど
、
各
地
で
食
料
を
求
め
る

運
動
が
勃
発
し
た
。
特
に
都
市
部
で
の
食
料
事
情
は
劣
悪
で
、

闇
市
の
横
行
、
郊
外
へ
の
買
い
出
し
ブ
ー
ム
が
興
隆
。
さ
ら
に

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
は
、
主
婦
連
合
会
が
発
足
し
、
中

心
と
な
っ
た
主
婦
た
ち
が
、
象
徴
的
な
台
所
道
具
「
し
ゃ
も
じ
」

を
掲
げ
、
食
料
不
足
の
解
消
を
訴
え
る
活
動
を
展
開
し
た
。

　
し
か
し
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
に
開
戦
し
た
朝
鮮
戦
争
は
、

皮
肉
に
も
日
本
経
済
を
回
復
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
。
ア
メ

リ
カ
か
ら
入
っ
た
大
量
の
軍
需
物
資
の
受
注
を
機
に
特
需
景
気

（
１
９
５
１
〜
54
年
）
を
経
験
し
た
日
本
は
、
よ
う
や
く
本
格

的
な
復
興
へ
の
道
の
り
を
歩
み
だ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後

も
、
神
武
景
気
（
１
９
５
４
〜
57
年
）、
岩
戸
景
気
（
１
９
５

８
〜
61
年
）、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
（
１
９
６
２
〜
64
年
）、
い

ざ
な
ぎ
景
気
（
１
９
６
５
〜
70
年
）
な
ど
の
好
景
気
が
訪
れ
、

日
本
経
済
を
立
て
直
す
高
度
経
済
成
長
期
が
到
来
。
さ
ら
に
歌

謡
曲
「
東
京
の
バ
ス
ガ
ー
ル
」（
１
９
５
７
年
）
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
社
会
へ
進
出
す
る
女
性
た
ち
も
急
増
し
、
少
し
ず

つ
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
く
日
本
社
会
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　
戦
後
の
復
興
期
を
経
て
、
日
本
人

の
食
生
活
は
ど
う
変
化
し
た
の
だ
ろ

う
か
？
　
本
稿
で
は
、
目
ま
ぐ
る
し

く
変
容
を
遂
げ
、
現
代
の
食
生
活
の

基
盤
を
生
み
出
し
た
戦
後
70
年
の
食

卓
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
と
し

た
い
。

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
大
宅
壮
一
氏
に
よ
っ
て
、「
電
化
元
年
」

と
命
名
さ
れ
た
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
。
三
洋
電
機
が
発
表

し
た
噴
流
式
洗
濯
機
の
大
ヒ
ッ
ト
を
機
に
、
多
く
の
家
庭
用
電

化
製
品
が
産
声
を
あ
げ
た
。昭
和
30（
１
９
５
５
）年
に
は
、「
三

種
の
神
器
」
と
称
さ
れ
た
電
気
洗
濯
機
、
電
気
冷
蔵
庫
、
白
黒

テ
レ
ビ
が
、
豊
か
さ
を
象
徴
す
る
憧
れ
の
家
電
と
し
て
の
地
位

を
獲
得
。ま
た
同
年
に
は
、東
京
芝
浦
電
気（
現
・
東
芝
）が「
自

動
式
電
気
釜
」
を
発
売
し
（
翌
年
最
高
月
産
20
万
台
）、
か
ま

ど
の
火
加
減
を
気
に
せ
ず
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
炊
飯
を
可
能
に

す
る
と
い
う
手
軽
さ
が
、
消
費
者
の
心
を
つ
か
ん
だ
。
そ
の
後

も
「
電
気
自
動
皿
洗
い
機
」（
１
９
６
０
年
）、
オ
ー
ブ
ン
ト
ー

ス
タ
ー
（
１
９
６
５
年
）、
家
庭
用
電
子
レ
ン
ジ
（
１
９
６
６
年
）、

家
庭
用
も
ち
つ
き
機
（
１
９
７
１
年
）
な
ど
の
家
電
の
開
発
が

相
次
ぎ
、
家
庭
の
主
婦
た
ち
に
と
っ
て
、
時
間
が
か
か
る
と
さ

れ
た
台
所
仕
事
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
、
経
験
の
積
み
重
ね
が
必

要
な
家
事
に
対
す
る
心
配
も
解
消
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
い
っ
ぽ
う
火
を
操
る
調
理
器
具
に
も
、
そ
の
変
革
の
波
は
訪

れ
て
い
る
。
昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年
に
は
、
鋳
物
製
ガ
ス
七

輪
「
卓
上
型
ガ
ス
コ
ン
ロ
」
が
発
売
。
そ
の
後
も
各
社
が
鎬
を

削
り
、
炊
飯
器
付
き
コ
ン
ロ
、
グ
リ
ル
付
き
コ
ン
ロ
な
ど
趣
向

を
凝
ら
し
た
タ
イ
プ
の
コ
ン
ロ
が
誕
生
し
て
い
る
。
１
９
７
０

年
代
後
半
に
は
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
の
流
行
に
伴
い
、
ビ
ル

ト
イ
ン
タ
イ
プ
の
コ
ン
ロ
も
登
場
し
、
火
加
減
を
思
い
の
ま
ま

に
操
れ
る
調
理
設
備
が
整
っ
た
。
ま
た
昭
和
49
（
１
９
７
４
）

年
に
は
、
三
菱
電
機
が
国
内
初
の
電
磁

誘
導
加
熱
調
理
器
を
開
発
し
、
平
成
10

（
１
９
９
８
）
年
に
「
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン

グ
ヒ
ー
タ
ー
」
と
い
う
名
称
で
商
品
化

し
て
い
る
。Ｉ
Ｈ
は
平
成
の
オ
ー
ル
電

化
ブ
ー
ム
の
波
に
乗
り
、「
安
全
性
」「
お

手
入
れ
簡
単
」「
熱
効
率
の
良
さ
」
を

売
り
に
、
キ
ッ
チ
ン
家
電
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
た
。

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
冷
凍
食
品
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
に
共
通
す
る
「
お
湯
を
注

ぐ
だ
け
」「
あ
た
た
め
る
だ
け
」
と
い
う
便
利
さ
は
、
瞬
く
間

に
消
費
者
の
心
を
鷲
掴
み
に
し
、
戦
後
の
定
番
食
品
と
な
っ
た
。

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
先
駆
け
は
、
サ
ン
シ
ー
殖
産
（
現
・

日
清
食
品
）
に
よ
り
発
売
さ
れ
た
世
界
初
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ

ー
メ
ン
「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
」（
１
９
５
８
年
）
で
あ
る
。
そ

の
後
も
、
即
席
み
そ
汁
（
１
９
６
１
年
）、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ス

　
筆
者
は
以
前
、
明
治
期
の
料
理
書
よ
り
、
シ
チ
ュ
ー
の
再
現

料
理
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
バ
タ
ー
で
い
た
め
た
食

材
に
ス
ー
プ
を
加
え
、
仕
上
げ
に
小
麦
粉
を
入
れ
る
だ
け
の
当

時
の
レ
シ
ピ
で
は
、
と
ろ
み
も
十
分
に
つ
か
な
い
ば
か
り
か
、

バ
タ
ー
風
味
の「
肉
じ
ゃ
が
」の
よ
う
な
煮
物
に
し
か
な
ら
な
い
。

ま
た
乳
製
品
の
普
及
率
も
そ
う
高
く
な
か
っ
た
明
治
期
、
牛
乳

を
加
え
る
と
い
う
発
想
は
皆
無
で
、
シ
チ
ュ
ー
と
い
え
ば
、「
茶

色
い
」
料
理
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、「
シ
チ
ュ
ー
ミ
ク
ス
」
の
開
発
は
、
新
し
い
タ
イ

プ
の
シ
チ
ュ
ー
を
、
家
庭
料
理
の
定
番
に
押
し
上
げ
た
一
品
と

い
え
る
。
な
お
ハ
ウ
ス
食
品
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
給

食
で
食
べ
た
脱
脂
粉
乳
の
白
い
シ
チ
ュ

ー
を
再
現
し
た
い
と
考
え
た
担
当
者
の

思
い
が
、
商
品
誕
生
の
き
っ
か
け
で
あ

っ
た
と
の
こ
と
。
事
実
、
戦
後
ア
メ
リ

カ
か
ら
援
助
さ
れ
た
小
麦
・
乳
製
品
の

普
及
が
、
日
本
の
子
供
た
ち
を
「
洋
食

好
き
」
に
し
た
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
ま
ろ
や
か
な
味
わ

い
の
「
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
」
は
、
乳

製
品
に
抵
抗
を
感
じ
な
く
な
っ
た
子
供

た
ち
の
お
気
に
入
り
メ
ニ
ュ
ー
に
、
瞬
く
間
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

た
。

　
さ
ら
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
１
９
６
４
年
）、
日
本
万

国
博
覧
会
（
１
９
７
０
年
）
の
開
催
に
よ
り
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
、

フ
ァ
ミ
レ
ス
な
ど
外
国
資
本
の
参
入
が
本
格
化
し
、
国
内
に
お

け
る
食
の
国
際
化
は
、
ま
す
ま
す
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
１
９
８
０
年
代
に
は
、
海
外
市
場
へ
の
日
本
企
業
の
進

出
も
相
次
ぎ
、
今
度
は
醤
油
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、
カ

ニ
カ
マ
な
ど
の
日
本
の
食
材
が
、
世
界
に
受
容
さ
れ
る
時
代
の

幕
開
け
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
先
日
、
ふ
と
立
ち
寄
っ
た
家
電
量
販
店
で
、「
ヘ
ル
シ
オ
お

茶
プ
レ
ッ
ソ
」
と
い
う
商
品
に
出
く
わ
し
た
。
茶
道
を
基
本
に

「
ひ挽

く
・
沸
か
す
・
た点

て
る
」
を
１
台
に
凝
縮
し
、
内
蔵
さ
れ

た
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
の
臼
で
挽
き
た
て
の
お
茶
を
楽
し
め
る
も
の

ら
し
い
。
ま
た
隣
に
目
を
や
る
と
、
ス
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
（
粉
を

入
れ
る
・
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押
す
・
液
体
を
入
れ
る
）
で
、

好
み
の
麺
（
う
ど
ん
・
そ
ば
・
パ
ス
タ
・
ラ
ー
メ
ン
）
が
５
分

で
作
れ
る
「
ヌ
ー
ド
ル
メ
ー
カ
ー
」
と
い
う
も
の
も
。
美
味
し

い
お
茶
も
麺
類
も
、
習
得
訓
練
の
必
要
な
く
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ

で
プ
ロ
顔
負
け
の
味
を
演
出
で
き
る
こ
と
を
売
り
に
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
料
理
の
コ
ツ
や
味
の

伝
承
が
、
家
電
頼
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
形
骸
化
す
る
怖

さ
が
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
便
利
さ
の

追
求
と
、
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
料

理
の
コ
ツ
や
味
を
尊
重
す
る
気
持
ち

の
バ
ラ
ン
ス
。
そ
れ
こ
そ
、
理
想
的

な
家
族
の
伝
統
を
作
り
出
す
骨
子
と

言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
加
工
食
品
や
調
味
食
品
の
普

及
は
、「
時
間
の
短
縮
」「
簡
便
さ
」

と
い
う
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
た
だ
け

で
な
く
、
外
食
イ
メ
ー
ジ
の
強
か
っ
た
洋
食
調
理
を
手
軽
に
し
、

本
格
的
に
家
庭
へ
浸
透
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
し
か

し
、
こ
こ
で
も
私
た
ち
が
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
ま
さ
に
心
を
込
め
て
、
旬
を
演
出
す
る
「
心
ば映

え
」
で

あ
る
。「
和
食
」
に
は
あ
っ
て
、「
洋
食
」
に
は
な
い
も
の
。
そ

れ
は
ま
さ
に
旬
を
理
解
し
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、

料
理
に
向
き
合
う
「
心
映
え
」
で
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

日
本
ら
し
さ
は
、
時
間
の
短
縮
か
ら
は
う
ま
れ
な
い
。
先
人
た

ち
が
つ
む紡
い
で
き
た
「
心
映
え
」
を
理
解
す
る
こ
と
も
、
便
利
さ

を
追
求
す
る
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
が
見
つ
め
る
べ
き
テ
ー
マ

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

時間がかかるとされた
台所仕事の負担は軽減され、
経験の積み重ねが必要な
家事に対する
心配も解消した

こうした技術の進展が
食生活に及ぼした影響は
計り知れず、
家庭での調理の簡便化に
一層拍車をかけた
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ー
プ
（
１
９
６
４
年
）、
粉
末
お
吸
い
物
（
１
９
６
４
年
）
な

ど
の
開
発
が
相
次
ぎ
、「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
＝
お
手
軽
」
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ま
た
最
近
で

は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
購
買
層
も
多
様
化
し
、
ヘ
ル
シ
ー
さ

を
打
ち
出
し
た
春
雨
ヌ
ー
ド
ル
、
レ
ン
ジ
で
「
チ
ン
す
る
」
パ

ス
タ
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど
が
、
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

　
い
っ
ぽ
う
、
１
９
７
０
年
代
に
研
究
が
進
ん
だ
フ
リ
ー
ズ
ド

ラ
イ
技
術
の
開
発
は
、
カ
ッ
プ
麺
の
具
材
、
味
噌
汁
、
お
茶
漬
け
、

ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
、
野
外
食
の
み
な
ら
ず
、
最
近
で
は
宇
宙
食
や

非
常
食
、
軍
隊
食
な
ど
に
も
応
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
技

術
の
進
展
が
食
生
活
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、
コ
ー

ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
普
及
に
よ
る
冷
凍
食
品
市
場
の
拡
大
、
缶
詰

製
法
を
応
用
し
た
レ
ト
ル
ト
パ
ウ
チ

食
品
（
通
称
レ
ト
ル
ト
食
品
）
の
開

発
な
ど
も
、
家
庭
で
の
調
理
の
簡
便

化
に
一
層
拍
車
を
か
け
た
。
な
か
で

も
、
大
塚
食
品
が
発
売
し
た
「
ボ
ン

カ
レ
ー
」（
１
９
６
８
年
）
は
、「
一

流
レ
ス
ト
ラ
ン
の
味
を
家
庭
に
届
け

る
」
を
謳
い
、
消
費
者
の
心
を
掴
ん

だ
レ
ト
ル
ト
食
品
で
あ
る
。
最
初
は

ア
メ
リ
カ
で
研
究
が
始
ま
っ
た
レ
ト

ル
ト
技
術
で
あ
る
が
、
家
庭
用
食
品
に
応
用
さ
れ
た
の
は
、
実

は
日
本
が
初
め
て
だ
と
い
う
。
そ
の
後
も
、
ハ
ン
バ
ー
グ
や
ミ

ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
惣
菜
、
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
、
丼
や
中
華
料
理

の
た
れ
な
ど
の
レ
ト
ル
ト
食
品
が
発
売
さ
れ
、
缶
詰
同
様
、
保

存
が
き
き
、「
あ
た
た
め
る
だ
け
」
で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
手

軽
さ
で
人
気
を
さ
ら
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
コ
ン
ソ
メ
キ
ュ
ー
ブ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
カ
レ
ー

や
ハ
ヤ
シ
、
シ
チ
ュ
ー
の
ル
ー
な
ど
の
調
味
食
品
の
発
売
は
、

家
庭
料
理
の
洋
風
化
を
促
進
さ
せ
る
一
因
と
も
な
っ
た
。
な
か

で
も
、
ハ
ウ
ス
食
品
工
業
（
現
・
ハ
ウ
ス
食
品
）
に
よ
る
シ
チ

ュ
ー
の
素「
シ
チ
ュ
ー
ミ
ク
ス
」（
１
９
６
６
年
）は
、日
本
に「
ク

リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
」「
ホ
ワ
イ
ト
シ
チ
ュ
ー
」
と
い
う
言
葉
を

定
着
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
品
で
も
あ
る
。

　
小
学
生
の
頃
、
戦
争
期
の
食
生
活
に
つ
い
て
、
祖
父
母
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
課
題
が
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
早
速
聞
き
取

り
を
開
始
し
た
も
の
の
、
南
洋
に
従
軍
し
て
い
た
祖
父
の
口
か

ら
出
て
き
た
食
材
は「
へ
び
」「
こ
う
も
り
」「
か
え
る
」「
い
も
り
」

な
ど
の
ゲ
テ
モ
ノ
ば
か
り
。
子
供
心
に
「
げ
ん
な
り
」
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
ま
た
戦
争
当
時
、「
銃

後
の
乙
女
」
と
し
て
生
き
た
祖
母
は
、
雑
炊
や
玄
米
パ
ン
な
ど

の
節
米
目
的
の
食
事
が
メ
イ
ン
。
し
か
し
、
祖
母
が
青
春
時
代

を
過
ご
し
た
能
登
は
、
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
食
料
不
足
に
陥
る
こ

と
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
あ
る
日
、
こ
ん
な
こ
と
を
語

っ
て
く
れ
た
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ね
、
海
軍
潜
水
学

校
で
事
務
員
し
て
た
ん
や
け
ど
、
お

昼
ご
は
ん
に
出
さ
れ
る
白
い
ご
は
ん

と
イ
カ
を
甘
辛
く
煮
た
料
理
が
大
好

物
や
っ
た
。
特
に
イ
カ
が
ほ
く
ほ
く

で
ね
。
未
来
の
兵
隊
さ
ん
た
ち
は
、

栄
養
を
つ
け
る
た
め
に
、
し
っ
か
り

食
べ
て
訓
練
を
受
け
て
た
ん
や
よ
。

　
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
８
月
15
日
。
そ
し
て
戦
争
は
終
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
の
食
料
事
情
は
す
ぐ
に
上
向
き
に
な
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。「
食
糧
管
理
法
」
の
も
と
、
国
が
管
理
す
る
配
給

体
制
は
依
然
と
し
て
継
続
さ
れ
、
国
民
の
食
生
活
は
不
安
定
な

ま
ま
で
あ
っ
た
。
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
11
月
１
日
に
は
、

日
比
谷
公
園
で
「
餓
死
対
策
国
民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
さ
ら

に
全
国
で
「
米
よ
こ
せ
デ
モ
」
な
ど
、
各
地
で
食
料
を
求
め
る

運
動
が
勃
発
し
た
。
特
に
都
市
部
で
の
食
料
事
情
は
劣
悪
で
、

闇
市
の
横
行
、
郊
外
へ
の
買
い
出
し
ブ
ー
ム
が
興
隆
。
さ
ら
に

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
は
、
主
婦
連
合
会
が
発
足
し
、
中

心
と
な
っ
た
主
婦
た
ち
が
、
象
徴
的
な
台
所
道
具
「
し
ゃ
も
じ
」

を
掲
げ
、
食
料
不
足
の
解
消
を
訴
え
る
活
動
を
展
開
し
た
。

　
し
か
し
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
に
開
戦
し
た
朝
鮮
戦
争
は
、

皮
肉
に
も
日
本
経
済
を
回
復
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
。
ア
メ

リ
カ
か
ら
入
っ
た
大
量
の
軍
需
物
資
の
受
注
を
機
に
特
需
景
気

（
１
９
５
１
〜
54
年
）
を
経
験
し
た
日
本
は
、
よ
う
や
く
本
格

的
な
復
興
へ
の
道
の
り
を
歩
み
だ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後

も
、
神
武
景
気
（
１
９
５
４
〜
57
年
）、
岩
戸
景
気
（
１
９
５

８
〜
61
年
）、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
（
１
９
６
２
〜
64
年
）、
い

ざ
な
ぎ
景
気
（
１
９
６
５
〜
70
年
）
な
ど
の
好
景
気
が
訪
れ
、

日
本
経
済
を
立
て
直
す
高
度
経
済
成
長
期
が
到
来
。
さ
ら
に
歌

謡
曲
「
東
京
の
バ
ス
ガ
ー
ル
」（
１
９
５
７
年
）
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
社
会
へ
進
出
す
る
女
性
た
ち
も
急
増
し
、
少
し
ず

つ
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
く
日
本
社
会
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　
戦
後
の
復
興
期
を
経
て
、
日
本
人

の
食
生
活
は
ど
う
変
化
し
た
の
だ
ろ

う
か
？
　
本
稿
で
は
、
目
ま
ぐ
る
し

く
変
容
を
遂
げ
、
現
代
の
食
生
活
の

基
盤
を
生
み
出
し
た
戦
後
70
年
の
食

卓
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
と
し

た
い
。

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
大
宅
壮
一
氏
に
よ
っ
て
、「
電
化
元
年
」

と
命
名
さ
れ
た
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
。
三
洋
電
機
が
発
表

し
た
噴
流
式
洗
濯
機
の
大
ヒ
ッ
ト
を
機
に
、
多
く
の
家
庭
用
電

化
製
品
が
産
声
を
あ
げ
た
。昭
和
30（
１
９
５
５
）年
に
は
、「
三

種
の
神
器
」
と
称
さ
れ
た
電
気
洗
濯
機
、
電
気
冷
蔵
庫
、
白
黒

テ
レ
ビ
が
、
豊
か
さ
を
象
徴
す
る
憧
れ
の
家
電
と
し
て
の
地
位

を
獲
得
。ま
た
同
年
に
は
、東
京
芝
浦
電
気（
現
・
東
芝
）が「
自

動
式
電
気
釜
」
を
発
売
し
（
翌
年
最
高
月
産
20
万
台
）、
か
ま

ど
の
火
加
減
を
気
に
せ
ず
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
炊
飯
を
可
能
に

す
る
と
い
う
手
軽
さ
が
、
消
費
者
の
心
を
つ
か
ん
だ
。
そ
の
後

も
「
電
気
自
動
皿
洗
い
機
」（
１
９
６
０
年
）、
オ
ー
ブ
ン
ト
ー

ス
タ
ー
（
１
９
６
５
年
）、
家
庭
用
電
子
レ
ン
ジ
（
１
９
６
６
年
）、

家
庭
用
も
ち
つ
き
機
（
１
９
７
１
年
）
な
ど
の
家
電
の
開
発
が

相
次
ぎ
、
家
庭
の
主
婦
た
ち
に
と
っ
て
、
時
間
が
か
か
る
と
さ

れ
た
台
所
仕
事
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
、
経
験
の
積
み
重
ね
が
必

要
な
家
事
に
対
す
る
心
配
も
解
消
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
い
っ
ぽ
う
火
を
操
る
調
理
器
具
に
も
、
そ
の
変
革
の
波
は
訪

れ
て
い
る
。
昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年
に
は
、
鋳
物
製
ガ
ス
七

輪
「
卓
上
型
ガ
ス
コ
ン
ロ
」
が
発
売
。
そ
の
後
も
各
社
が
鎬
を

削
り
、
炊
飯
器
付
き
コ
ン
ロ
、
グ
リ
ル
付
き
コ
ン
ロ
な
ど
趣
向

を
凝
ら
し
た
タ
イ
プ
の
コ
ン
ロ
が
誕
生
し
て
い
る
。
１
９
７
０

年
代
後
半
に
は
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
の
流
行
に
伴
い
、
ビ
ル

ト
イ
ン
タ
イ
プ
の
コ
ン
ロ
も
登
場
し
、
火
加
減
を
思
い
の
ま
ま

に
操
れ
る
調
理
設
備
が
整
っ
た
。
ま
た
昭
和
49
（
１
９
７
４
）

年
に
は
、
三
菱
電
機
が
国
内
初
の
電
磁

誘
導
加
熱
調
理
器
を
開
発
し
、
平
成
10

（
１
９
９
８
）
年
に
「
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン

グ
ヒ
ー
タ
ー
」
と
い
う
名
称
で
商
品
化

し
て
い
る
。Ｉ
Ｈ
は
平
成
の
オ
ー
ル
電

化
ブ
ー
ム
の
波
に
乗
り
、「
安
全
性
」「
お

手
入
れ
簡
単
」「
熱
効
率
の
良
さ
」
を

売
り
に
、
キ
ッ
チ
ン
家
電
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
た
。

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
冷
凍
食
品
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
に
共
通
す
る
「
お
湯
を
注

ぐ
だ
け
」「
あ
た
た
め
る
だ
け
」
と
い
う
便
利
さ
は
、
瞬
く
間

に
消
費
者
の
心
を
鷲
掴
み
に
し
、
戦
後
の
定
番
食
品
と
な
っ
た
。

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
先
駆
け
は
、
サ
ン
シ
ー
殖
産
（
現
・

日
清
食
品
）
に
よ
り
発
売
さ
れ
た
世
界
初
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ

ー
メ
ン
「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
」（
１
９
５
８
年
）
で
あ
る
。
そ

の
後
も
、
即
席
み
そ
汁
（
１
９
６
１
年
）、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ス

　
筆
者
は
以
前
、
明
治
期
の
料
理
書
よ
り
、
シ
チ
ュ
ー
の
再
現

料
理
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
バ
タ
ー
で
い
た
め
た
食

材
に
ス
ー
プ
を
加
え
、
仕
上
げ
に
小
麦
粉
を
入
れ
る
だ
け
の
当

時
の
レ
シ
ピ
で
は
、
と
ろ
み
も
十
分
に
つ
か
な
い
ば
か
り
か
、

バ
タ
ー
風
味
の「
肉
じ
ゃ
が
」の
よ
う
な
煮
物
に
し
か
な
ら
な
い
。

ま
た
乳
製
品
の
普
及
率
も
そ
う
高
く
な
か
っ
た
明
治
期
、
牛
乳

を
加
え
る
と
い
う
発
想
は
皆
無
で
、
シ
チ
ュ
ー
と
い
え
ば
、「
茶

色
い
」
料
理
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、「
シ
チ
ュ
ー
ミ
ク
ス
」
の
開
発
は
、
新
し
い
タ
イ

プ
の
シ
チ
ュ
ー
を
、
家
庭
料
理
の
定
番
に
押
し
上
げ
た
一
品
と

い
え
る
。
な
お
ハ
ウ
ス
食
品
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
給

食
で
食
べ
た
脱
脂
粉
乳
の
白
い
シ
チ
ュ

ー
を
再
現
し
た
い
と
考
え
た
担
当
者
の

思
い
が
、
商
品
誕
生
の
き
っ
か
け
で
あ

っ
た
と
の
こ
と
。
事
実
、
戦
後
ア
メ
リ

カ
か
ら
援
助
さ
れ
た
小
麦
・
乳
製
品
の

普
及
が
、
日
本
の
子
供
た
ち
を
「
洋
食

好
き
」
に
し
た
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
ま
ろ
や
か
な
味
わ

い
の
「
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
」
は
、
乳

製
品
に
抵
抗
を
感
じ
な
く
な
っ
た
子
供

た
ち
の
お
気
に
入
り
メ
ニ
ュ
ー
に
、
瞬
く
間
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

た
。

　
さ
ら
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
１
９
６
４
年
）、
日
本
万

国
博
覧
会
（
１
９
７
０
年
）
の
開
催
に
よ
り
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
、

フ
ァ
ミ
レ
ス
な
ど
外
国
資
本
の
参
入
が
本
格
化
し
、
国
内
に
お

け
る
食
の
国
際
化
は
、
ま
す
ま
す
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
１
９
８
０
年
代
に
は
、
海
外
市
場
へ
の
日
本
企
業
の
進

出
も
相
次
ぎ
、
今
度
は
醤
油
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、
カ

ニ
カ
マ
な
ど
の
日
本
の
食
材
が
、
世
界
に
受
容
さ
れ
る
時
代
の

幕
開
け
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
先
日
、
ふ
と
立
ち
寄
っ
た
家
電
量
販
店
で
、「
ヘ
ル
シ
オ
お

茶
プ
レ
ッ
ソ
」
と
い
う
商
品
に
出
く
わ
し
た
。
茶
道
を
基
本
に

「
ひ挽

く
・
沸
か
す
・
た点

て
る
」
を
１
台
に
凝
縮
し
、
内
蔵
さ
れ

た
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
の
臼
で
挽
き
た
て
の
お
茶
を
楽
し
め
る
も
の

ら
し
い
。
ま
た
隣
に
目
を
や
る
と
、
ス
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
（
粉
を

入
れ
る
・
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押
す
・
液
体
を
入
れ
る
）
で
、

好
み
の
麺
（
う
ど
ん
・
そ
ば
・
パ
ス
タ
・
ラ
ー
メ
ン
）
が
５
分

で
作
れ
る
「
ヌ
ー
ド
ル
メ
ー
カ
ー
」
と
い
う
も
の
も
。
美
味
し

い
お
茶
も
麺
類
も
、
習
得
訓
練
の
必
要
な
く
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ

で
プ
ロ
顔
負
け
の
味
を
演
出
で
き
る
こ
と
を
売
り
に
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
料
理
の
コ
ツ
や
味
の

伝
承
が
、
家
電
頼
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
形
骸
化
す
る
怖

さ
が
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
便
利
さ
の

追
求
と
、
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
料

理
の
コ
ツ
や
味
を
尊
重
す
る
気
持
ち

の
バ
ラ
ン
ス
。
そ
れ
こ
そ
、
理
想
的

な
家
族
の
伝
統
を
作
り
出
す
骨
子
と

言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
加
工
食
品
や
調
味
食
品
の
普

及
は
、「
時
間
の
短
縮
」「
簡
便
さ
」

と
い
う
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
た
だ
け

で
な
く
、
外
食
イ
メ
ー
ジ
の
強
か
っ
た
洋
食
調
理
を
手
軽
に
し
、

本
格
的
に
家
庭
へ
浸
透
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
し
か

し
、
こ
こ
で
も
私
た
ち
が
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
ま
さ
に
心
を
込
め
て
、
旬
を
演
出
す
る
「
心
ば映

え
」
で

あ
る
。「
和
食
」
に
は
あ
っ
て
、「
洋
食
」
に
は
な
い
も
の
。
そ

れ
は
ま
さ
に
旬
を
理
解
し
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、

料
理
に
向
き
合
う
「
心
映
え
」
で
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

日
本
ら
し
さ
は
、
時
間
の
短
縮
か
ら
は
う
ま
れ
な
い
。
先
人
た

ち
が
つ
む紡
い
で
き
た
「
心
映
え
」
を
理
解
す
る
こ
と
も
、
便
利
さ

を
追
求
す
る
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
が
見
つ
め
る
べ
き
テ
ー
マ

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

便利さの追求と、
守り伝えられてきた料理の
コツや味を尊重する気持ちの
バランスこそ、理想的な
家族の伝統を作り出す
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